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短くなった秋が足早に通り過ぎています。かつて昭和５０年（１９７５年）頃までは、この時期には収穫後の田んぼ

や畑では焚火などが見られました。枯れ葉など燃やした煙のにおいには季節感がありました。焚火に入れた芋の焼

けるにおい、栗の爆ぜる音・・・・こういった季節のにおいや音も展示できたらいいのにと思います。 １０月５日から

一ヶ月間、旧東方村中村家住宅で展示「稲藁の循環」を行いました。 

 

 

 

稲はかつてはそのすべてが様々な物に活用されてきました。（この展示パネルと配布資料は越谷市 HP でご覧

いただけます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の展示に関するアンケートによると、若い世代（小学生、中学生、２０～３０歳代）のご来館、ご回答がこれま

でよりも多くありました。市外・県外からの方も何名かおられました。有難うございました。ご感想・ご意見の中から

いくつかご紹介します。 

 

★ドラマや映画に登場する物もあり、とても興味深かったです。 

（20歳代～30歳代前半） 

★稲藁が昔の生活と密に関わっていることがよくわかった。 

（20歳前後） 

★かつての日本人が稲藁を中心とした生活を送っていたことが、事実と 

して体感できた。レプリカのため、綺麗すぎて現実感のなさもあった。 

（20歳前後） 

★卵の“つと（苞）”を初めて知った。和のにおいがした。「笠じぞう」に出てきたようなもので、大変面白か

った。 （小学生） 

★稲の収穫の時期でもあり、米の産地でもあったこの地における文化と関連していると思った。 

（50～60歳代） 
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★紙資料だけでなく施設の方が丁寧に教えてくださり、大変勉強になりました。（40歳前後） 

★なかなかエコウィークと結びつかないかなと思ってしまいました。（50歳前後） 

★昔の人の智慧
ち え

が素晴らしい。 

（60歳前後） 

★｢ぞうり｣と｢わらじ｣の違いを 

意識したことがなかったので、  

とても興味深かったです。 

（30歳前後） 

 

「瑞穂
み ず ほ

」と言われた稲がわが国の 

文化の土台の一部を形成していた

ことを、古民家で生活が営まれて

いた頃の人と心の中で対話をしな

がら想っていただいたようです。  

県外にお住いの方で越谷市 HP をご覧になって来館された人は次のような感想をお寄せくださいました。 

 

★最近は見る機会の無くなった、稲を材料に作られた様々な身近な品々や建材としての価値を再認識できま

した。食料としてだけでなく、捨てずに活用する先人の知恵を知ることができたのが良かったです。 

 

ご案内した職員によれば、この方は小さい頃に籠を背負ってもみ殻をもらいに行ったご経験があるそうで、当時

は食べられない物を何故もらうのだろうと不思議だったそうです。その頃チャボを飼っていたので、その小屋のク

ッションとして使っていたのかもとお話しされたそうです。職員も来館者の方と心温まる会話をさせていただきまし

た。今回の「稲藁の循環」展示中にご来館頂いたのは１１１４名の方々でした。有難うございました。 

 

 

展示会場は古民家・旧東方村中村家住宅だったので、アンケートにはこの建物やその設え、市域の歴史につい

てのご感想もたくさんありました。 

 

★ふんいきがあたたかかった。勉強になった。（小学生） 

★今一番欲していた空間でした。（20歳前後） 

★風通しが良く素敵だった。間（部屋）の説明があるとよか 

った。  （30歳前後） 

★かやぶきに復元した方がよいと思います。（60歳前後） 

★越谷と徳川家康の歴史、越谷と川の歴史をまとめてわか 

り易く展示していただければ。 （60歳前後） 

★色々な古い物がおいてあって、昔の家のつくりや物を知れて楽しかった。（小学生） 

★当時の人々の生活を垣間見られるようで興味深かった。季節毎の人々の生活も知りたい。（20歳前後） 

★子供の頃にわらぶき屋根の家に住んでいたので、とてもなつかしくなりました。（60歳前後） 

★小学生の息子が社会科見学で来たので、話を聞いて興味があり見られて良かったです。市内はどんどん変

化していきますが、こうして歴史を感じられる展示物を見ることが出来る場所があるのはステキだなと思

います。 （40歳前後） 
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は
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出ています。このことで

地面をしっかり捉
と ら
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るので、作業や旅行に

適しています。戦でも草

鞋を用いました。 
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を包むようにして履きます。草履
ぞ う り

は日常用で、高級なものは厚さ 2 ㎝くらいで、

足裏が触れる部分に畳表を使ったりします。 
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